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番号 年月日 史料内容

1 天正15年1月11日 たて山之御地取之絵すおとなしき衆ヲ始、おのおの拝見させられ候

2 天正15年2月7日 たて山へ御越、地わりさせられ候、日暮候て御かへり候

3 天正15年2月12日 たて山やらい口まて御こし、御かへりニ生口被為切て

4 天正15年5月11日 たて山へ御越候て、かハかりさせられ候

5 天正15年6月4日 たて山原へ御出、にうほう一人・おとこ一人きらせられ候

6 天正15年6月19日 たて山川へ御出候、雨降申故相止られ候

7 天正15年6月20日
たて山川へ御出候、こたるより鵜つかわせられ候、うほかす百計くひ申候、
其後川狩御さ候、（中略）川より御帰ニたて山町にて片倉藤さいもん御酒上
被申候

8 天正15年6月23日
たて山川へ御出候、（中略）又御帰ニたて山つくり道にておのおの御供のし
ゆニはしりをのらせられ候

9 天正15年7月1日 立山ニます御座候由、御音信被申候間、御出き候

10 天正15年7月10日
それよりすくニたて山川へ御出、鵜つかハせられ候へハ、とりまハり不申候
て、いさしにてかちか・はいなと二三十あそはし候

11 天正15年7月12日 たて山口にて口きらせられ候

12 天正15年7月22日
其儘夜川ニ御出候、たて山御たてにて御めしあかり候、あけかたニ御
帰候

13 天正16年5月4日 其後たて（館）山へ時鳥きかせられ候、御かちにて御出被成候

出典）「天正日記一」（東京大学史料編纂所所蔵史料（謄写本）2073/103/12-1）

　　　　小林清治校註『第二期戦国史料叢書11 伊達史料集（下）』（人物往来社、1967年）

第３表　伊達天正日記にみる政宗の舘山関連記事
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